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第
２
回
臨
時
会
の
概
要

第
２
回
定
例
会
の
概
要

　

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
（
斎
藤
康
夫
議
長
）
は
、
５
月
13
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し

ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
公
共
施
設
37
施
設
に
お
い
て
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行
う
た
め
の
、
小

金
井
市
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
委
託
契
約
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採
決
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
市
長
（
古
橋
悦
子
氏
）
の
選
任
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
採
決
の
結
果
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
（
斎
藤
康
夫
議
長
）
は
、
６
月
２
日
に
開
会
し
、
６
月
24
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

特別委員会設置

令
和
７
年
４
月
分
か
ら

新庁舎建設引き続き調査

防
犯
機
器
の
購
入
に
助
成

第
47
回
小
金
井
阿
波
お
ど
り
大
会　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
連
が
出
場
さ
れ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た

　

本
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
を
６

億
千
373
万
９
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
総
額
を
530
億
３
千
373
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

６
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予
算

特
別
委
員
会
（
河
野
麻
美
委
員
長
）
に
付

託
し
、
６
月
17
日
及
び
20
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
及
び
都
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業

な
ど
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
商
工
振
興
に
要
す
る
経
費
（
１
億
６
千

255
万
円
）

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
市
民
生
活
及

び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
小

金
井
市
商
工
会
が
実
施
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
」
に
つ

い
て
、
令
和
７
年
11
月
中
に
対
象
店
舗
に

お
い
て
、
指
定
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
利
用
し
た
方
に
対
し
、
決
済
金
額
の

30
％
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
還
元
す
る
た

め
の
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

▼
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
対
策
に
要

す
る
経
費
（
４
千
103
万
３
千
円
）

　

市
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
、
一
戸

建
て
及
び
共
同
住
宅
専
有
部
分
に
設
置

す
る
、
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
フ

ィ
ル
ム
と
い
っ
た
防
犯
機
器
等
の
購
入

費
用
等
の
１
／
２
（
上
限
２
万
円
／
世

帯
）
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
保
育
施
設
開
設
及
び
改
修
等
に
要
す

る
経
費
（
２
千
178
万
円
）

　

令
和
５
年
度
末
か
ら
病
児
保
育
施
設

が
廃
止
と
な
っ
て
い
た
東
小
金
井
駅
エ

リ
ア
に
、
新
規
に
病
児
保
育
施
設
を
開

設
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

�

（
２
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
を
可
決 

令
和
７
年
第
２
回

　

臨
時
会
日
誌

  【
５
月
】

13
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
採

決
）

令
和
７
年
第
２
回

　

定
例
会
日
誌

  【
６
月
】

２
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
・
採
決
）

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
日　

‌�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
員

提
出
議
案
の
審
議
・
採
決
、
陳

情
の
委
員
会
付
託
）

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

厚
生
文
教
委
員
会

13
日　

建
設
環
境
委
員
会

16
日　

総
務
企
画
委
員
会

17
日　

予
算
特
別
委
員
会

20
日　

‌�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特

別
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

24
日　

‌�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件

の
採
決
、
陳
情
書
の
訂
正
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
・
採
決
、
陳
情
の
委

員
会
付
託
）

予
算
可
決

各
会
派
の
令
和
６
年
度
政
務

活
動
費
収
支
報
告
に
つ
い
て

は
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

８
面
に
市
議
会
会
派
の
紹
介

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
10
日
に
、
庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
係
る
諸
問
題
の

調
査
に
関
し
て
、
12
人
の
委
員
で
構
成
す
る
「
庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
調
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
吹
春　

や
す
た
か　

〇
水　

谷　

た
か
こ　
　

中　

井　

れ
い
子　
　

小　

林　

正　

樹

　

沖　

浦　

あ
つ
し　
　

村
上　

よ
う
す
け　
　

藤　

川　

賢　

治　
　

た　

ゆ　

久　

貴

　

遠　

藤　

百
合
子　
　

岸　

田　

正　

義　
　

渡　

辺　

大　

三　
　

森　

戸　

よ
う
子

�

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
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令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

藤
川
賢
治
（
見
え
る
化
）

　

本
案
に
は
市
民
の
生
活
の
た
め
の

大
変
重
要
な
項
目
が
含
ま
れ
、
反
対

討
論
を
す
る
の
は
心
苦
し
い
が
、
そ

れ
で
も
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

問
題
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
等
策
定
支
援
委
託

料
430
万
千
円
で
、
こ
れ
は
国
の
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行

動
計
画
」
の
改
訂
に
伴
う
も
の
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
が
基
本
的
に
上
手
く
い
っ
た
と

の
認
識
の
下
、
そ
の
改
訂
版
を
国
が

示
し
、
そ
れ
を
受
け
地
方
自
治
体
版

と
し
て
改
訂
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
米
国
議
会
で
は
コ
ロ
ナ

対
策
の
総
括
を
し
、
対
策
が
間
違
っ

て
い
た
と
い
う
報
告
書
が
出
て
お
り
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
は
害
の
方
が
大
き
か
っ
た
、
マ

ス
ク
が
有
効
と
い
う
科
学
的
根
拠
は

無
か
っ
た
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
感

染
拡
大
を
防
が
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

市
民
の
生
活
を
苦
し
め
た
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
総
括
せ
ず
に
続
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
本
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

闇
バ
イ
ト
を
起
因
と
す
る
狛
江
市

の
強
盗
殺
人
事
件
な
ど
を
受
け
て
実

施
さ
れ
る
、
防
犯
機
器
等
の
購
入
費

補
助
に
つ
い
て
、
公
明
党
は
防
犯
に

強
い
街
を
推
進
す
る
た
め
、
２
月
の

定
例
会
及
び
５
月
の
臨
時
会
に
お
い

て
も
、
市
と
し
て
上
乗
せ
や
横
出
し

な
ど
、
手
厚
い
対
応
の
検
討
を
始
め
、

早
急
に
予
算
提
案
す
る
こ
と
を
求
め

て
き
た
。
今
回
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

ネ
ッ
ト
申
請
を
含
め
、
本
年
４
月
に

遡
っ
て
実
施
い
た
だ
け
る
点
は
評
価

す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
対
応
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
状
況

に
鑑
み
、
適
切
な
対
応
を
講
じ
て
頂

き
た
い
と
改
め
て
要
望
す
る
。
暑
熱

対
策
と
し
て
被
覆
購
入
費
補
助
等
の

農
業
振
興
連
合
会
補
助
金
事
業
は
Ｐ

Ｒ
を
迅
速
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
11
月
に
実
施
す
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
利
用
し
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
過
去
の
経
験
を
活
か
し
、

よ
り
多
く
の
方
に
市
内
個
店
で
お
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
リ
ピ

ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
制
度
設
計
を
お
願
い
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
／
情
報
）

　

第
一
に
、
防
犯
機
器
等
購
入
緊
急

補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
。
財
源
内

訳
を
見
る
と
、
４
千
百
万
円
が
都
費

で
、
市
費
は
僅
か
３
万
３
千
円
。
使

え
る
は
ず
の
国
費
（
交
付
金
）
も
使

わ
れ
て
い
な
い
。
多
摩
26
市
中
11
市

が
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
な
ど
、
独

自
の
上
乗
せ
、
26
市
中
４
市
が
対
象

品
目
の
拡
大
な
ど
の
横
出
し
の
努

力
・
工
夫
を
し
て
い
る
。
本
市
が
上

乗
せ
・
横
出
し
を
し
て
い
な
い
の
は
、

　
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
っ

た
り
、
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
な
ど

の
挨
拶
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
く
。）
を
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
議
員
に
対
し
、
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
市
民
の
皆
様
方
と
の
良
好

な
関
係
を
保
っ
て
い
く
た
め
、
実
費

負
担
が
必
要
と
さ
れ
る
行
事
・
催
し

を
ご
案
内
い
た
だ
く
際
に
は
、
会
費

を
明
示
し
て
ご
通
知
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
何
と
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
学
（
自
民
街
仲
）

　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検
討
が

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

賛
成
の
主
な
理
由
は
、
①
国
の
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対

策
、
②
不
登
校
対
策
の
拡
充
、
③
東

小
金
井
エ
リ
ア
で
の
病
児
・
病
後
児

保
育
施
設
新
設
、
④
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
で
の
待
ち
時
間
活
用
の
取
組

の
４
項
目
が
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

①
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
は
、
事
前
の
調
査
が
不
十
分

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
臨

時
の
減
税
や
給
付
等
で
業
務
の
負
荷

が
増
し
て
い
る
中
、
現
状
の
職
員
体

制
下
で
可
能
な
検
討
を
し
た
と
受
け

止
め
、
今
後
の
研
究
を
期
待
す
る
。

　

都
の
補
助
金
を
活
用
し
た
防
犯
機

器
等
購
入
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

都
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を
越
え
て
市
独

自
の
上
乗
せ
等
を
求
め
る
意
見
が
あ

っ
た
が
、
多
摩
26
市
を
調
査
し
た
結

果
や
先
行
自
治
体
で
の
申
請
状
況
や

市
の
財
政
状
況
等
に
鑑
み
て
、
今
回

提
案
さ
れ
て
い
る
内
容
で
実
施
す
る

こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。
今
後
も
他

市
の
状
況
を
注
視
し
て
研
究
し
、
広

報
や
市
民
の
問
合
せ
等
に
丁
寧
に
対

応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

一
定
の
物
価
高
騰
対
策
と
市
民
要

望
を
反
映
し
た
予
算
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
賛
成
す
る
。
定
額
減
税
の
補

足
給
付
金
は
、
日
本
共
産
党
が
求
め

て
き
た
税
制
上
の
扶
養
親
族
対
象
外

の
市
民
が
対
象
に
な
っ
た
。
防
犯
機

器
等
購
入
補
助
事
業
は
、
犯
罪
へ
の

市
民
の
不
安
に
応
え
る
事
業
で
、
今

後
の
拡
充
を
求
め
る
。
犯
罪
を
抑
止

す
る
た
め
に
社
会
の
在
り
方
や
地
域

づ
く
り
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
商

業
振
興
策
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ

ン
ト
還
元
補
助
事
業
は
一
定
の
効
果

が
見
込
め
る
も
の
の
、
７
割
の
事
業

者
と
多
数
の
市
民
が
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
商
業
関
係

者
の
意
見
を
聴
き
、
こ
の
間
の
事
業

の
検
証
と
調
査
を
行
い
、
更
な
る
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
。
今
回
の
予
算

の
物
価
高
騰
対
策
は
、
国
の
交
付
金

頼
み
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
共
産
党

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

　

事
業
構
築
の
熟
度
と
市
民
へ
の
説

明
責
任
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
懸

念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
防
犯

機
器
等
購
入
緊
急
補
助
事
業
は
、
都

の
補
助
制
度
を
使
用
す
る
も
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
感
や
取
組
内
容
を
他
市
と

比
較
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
。
近

審
議
し
た
主
な
議
案

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会
　　　　　　予：予算特別委員会

○：賛成 ×：反対  △：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

み 自 共 公 子 お 参ネ街れ見緑
付
　
託
　
先

天
野
　
か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田
　
正
義

鈴
木
　
成
夫

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

太
田
　
宏
徳

中
井
れ
い
子

小
林
　
正
樹

渡
辺
　
大
三

片
山
か
お
る

水
谷
た
か
こ

な
が
と
り
太
郎

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

清
水
　
　
学

村
上
よ
う
す
け

藤
川
　
賢
治

坂
井
え
つ
子

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

第２回
臨時会

令和７年度小金井市一般会計補正予算（第１回） ○○○○○○○○△△△○○○○○○○議○○ ○○○即 原案可決

副市長の選任に関し同意を求めることについて ○○○○○○○○△△△○○○○○○○議○○ ○○○即 同　意

第２回
定例会 令和７年度小金井市一般会計補正予算（第２回） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○ ○×○予 原案可決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の
第２回
臨時会 小金井市公共施設照明ＬＥＤ化ＥＳＣＯ事業委託契約について 即 可　決

第２回
定例会

教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 即 同　意

小金井市市税条例の一部を改正する条例 総 原案可決

議会改革に関する諸問題の調査（議員提案） 即 原案可決

【会派略称】�み：みらいのこがねい　自：自由民主党小金井　　共：日本共産党小金井市議団　公：小金井市議会公明党　子：子どもの権利／情報公開　　　お：小金井をおもしろくする会　
     　　　　参：参政党小金井　　　ネ：生活者ネットワーク　街：自民党・街の仲間たち　　れ：れいわ新選組小金井　見：小金井市政を見える化する会　緑：緑・つながる小金井

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

隣
市
で
は
４
月
か
ら
受
付
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
本
市
は
市
議
選
の
関
係

で
定
例
会
会
期
が
早
ま
っ
た
た
め
、

対
応
が
遅
れ
た
こ
と
は
問
題
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
準
備
時
間
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
発
生
率
等
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
本
市
な
ら
で

は
の
工
夫
や
優
先
順
位
に
つ
い
て
十

分
な
説
明
が
な
く
、「
組
織
体
制
が

限
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
は
市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
。

単
な
る
担
当
課
の
問
題
で
は
な
く
、

そ
れ
を
放
置
し
て
い
る
市
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
問
題
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
９

月
申
請
受
付
開
始
後
の
事
務
負
担
も

見
据
え
、
体
制
整
備
を
求
め
る
。
本

指
摘
事
項
に
つ
い
て
今
後
、
ど
の
よ

う
な
改
善
に
取
り
組
む
の
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

は
物
価
高
騰
で
深
刻
と
な
る
市
民
生

活
へ
の
支
援
策
を
提
案
し
て
き
た
。

財
政
調
整
基
金
は
、
年
度
末
残
高

63
億
円
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
更

な
る
市
民
生
活
支
援
を
強
く
求
め
る
。

極
め
て
消
極
的
で
問
題
が
多
い
。
市

民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
べ
く
、

施
策
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
追
加
の
補

正
予
算
措
置
を
求
め
る
。
第
二
に
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
対

す
る
補
助
金
交
付
。
こ
の
ス
キ
ー
ム

で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対

応
で
き
な
い
多
く
の
業
者
や
多
く
の

市
民
に
は
何
ら
の
恩
恵
も
な
い
。
今

回
の
ス
キ
ー
ム
で
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら

れ
な
い
方
々
も
物
価
高
に
苦
し
ん
で

い
る
。
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
よ

う
求
め
る
。
以
上
の
意
見
を
申
し
述

べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

十
分
で
は
な
い
と
考
え
る
。
今
回
、

市
か
ら
提
案
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い

て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
導
入
し

て
い
な
い
事
業
者
へ
の
導
入
に
向
け

て
の
取
組
を
こ
の
間
行
っ
て
き
た
の

か
。
市
民
以
外
も
利
用
可
能
で
あ
り
、

市
民
優
先
の
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

　

墨
田
区
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
事
業
を
大
い
に
参
考
に

す
べ
き
だ
。
事
業
目
的
は
明
確
で
、

消
費
者
支
援
と
区
内
消
費
喚
起
に
よ

る
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
区
内
商
店
街
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
促
進
で
あ
る
。
予
算
規
模

は
違
え
ど
、
事
業
者
と
市
内
利
用
者

に
寄
り
添
う
支
援
を
行
う
自
治
体
が

あ
る
中
で
、
小
金
井
市
に
で
き
な
い

理
由
は
な
い
。
今
後
は
、
商
工
会
や

商
店
会
連
合
会
等
の
関
係
者
か
ら
積

極
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
相
談

や
意
見
を
聴
く
な
ど
、
職
員
が
地
域

に
飛
び
出
し
、
よ
り
効
果
の
あ
る
事

業
の
構
築
を
強
く
求
め
る
。

議
員
の
寄
附
行
為
禁
止
に

つ
い
て
の
お
願
い
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、9月2日（火）午後5時までです。

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　

◯：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
　
結
　
果

み 自 共 公 子 お 参 ネ街れ見緑付
　
託
　
先

天
野
　
か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田
　
正
義

鈴
木
　
成
夫

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

太
田
　
宏
徳

中
井
れ
い
子

小
林
　
正
樹

渡
辺
　
大
三

片
山
か
お
る

水
谷
た
か
こ

な
が
と
り
太
郎

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

清
水
　
　
学

村
上
よ
う
す
け

藤
川
　
賢
治

坂
井
え
つ
子件名 要旨

小金井市長及び市議会議員の憲
法尊重擁護義務について確認して
いただくことを求める陳情書

市議会議員の新任期開始に伴い、改めて小金井市議会として、小金井市
長及び小金井市議会議員（議長含む）が、日本国憲法第99条に基づき、
憲法尊重擁護義務を負うことを確認することを求める。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○総 採　択

小金井市においても国による雇用
施策との連携による重度障害者等
就労支援特別事業を実施していた
だくことを求める陳情書

誰にでも重度の障害を負う可能性があるため、必要が生じた際、速やかに
実施できるよう準備するべき。小金井市においても国による雇用施策との
連携による重度障害者等就労支援特別事業を実施することを求める。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○厚 採　択

小金井市の組織に市政に対する苦
情処理部門の設置を求める陳情書

小金井市の行政に対する苦情処理部門は組織内に存在しておらず、市の広
報秘書課は苦情を聞くにとどまり、その案件の解決の道筋を探る処理まで
は踏み込めていない。小金井市に当該部門を設置するよう求める。

××××××××○○○×××××××議×××××総 不採択

人事異動にかかる市民不利益につ
いての陳情書

複数の部課長をまとめて異動させた今年度４月の人事異動について、市民
への不便や職員への負担を顧みずに行われた効果の解説と、行政の継続性
を害するような人事異動をやめることを求める。

××××××××△△△×××○○××議×××××総 不採択

異動の無いことによるリスクの解
消を求める陳情書

一般に公務員の人事異動は複数の弊害の観点から、３～５年を目安に異動
が推奨されている。10年もの間同一部長職に就いている職員に対し弊害チ
ェックを行い、人事継続の場合は弊害がないとする合理的説明を求める。

××××××××××××××○○××議×××××総 不採択

「小金井市は納税者住民に対し適
切に対応する行政サービスの給付
を義務づける条例の制定」の実現
を小金井市議会に求める陳情書

納税者住民に対し、適切に対応する行政サービスの給付がなされていない
現状は、徴税とそれに見合う行政サービスの提供の力関係のバランスを失
したものであり、その回復のために、当該条例の制定を求める。

××××××××××××××××××議×××××総 不採択

市議会は国会に対し公職選挙法を
改正して立会演説会の復活を求め
る意見書を提出するよう求める陳
情書

有権者には選挙立候補者の政策実現能力を測る目安が存在しない。選挙へ
の関心を高め、投票率向上につなげるために立候補者の議論、討論能力を
測る場としての立会演説会の復活を求める意見書の提出を求める。

××××××××○○○××××○××議×××××総 不採択

防犯機器等購入緊急補助事業の
独自の拡充を求める陳情書

防犯機器等購入緊急補助事業について、都内他自治体の独自の「上乗せ」
「横出し」の状況、特徴的な施策を明らかにし、小金井市独自の「上乗せ」
「横出し」が実施されるよう、市長と議会に所要の調整を求める。

××××××××○○○×××○○××議××○○○総 不採択

武蔵小金井駅西側の歩道等の改善を求める陳情書の訂正 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○即 承　認

会　派　名 会派人数 交付額（A）（※ 1） 預金利子（B） 収入（C）（A＋ B） 支出額（D） 返還額（C－D）（※ 2）
自由民主党・信頼の小金井 4人 1,440,000 円 284 円 1,440,284 円 1,439,695 円 589 円
み ら い の こ が ね い 4人 1,440,000 円 185 円 1,440,185 円 732,111 円 708,074 円
子 ど も の 権 利 を 守 る 会 4人 1,440,000 円 11円 1,440,011 円 1,440,000 円 11円
日本共産党小金井市議団 3人 1,080,000 円 183 円 1,080,183 円 1,041,553 円 38,630 円
小 金 井 市 議 会 公 明 党 3人 1,080,000 円 324 円 1,080,324 円 667,749 円 412,575 円
小金井をおもしろくする会 1人 360,000 円 129 円 360,129 円 360,000 円 129 円
参 政 党 小 金 井 1人 360,000 円 128 円 360,128 円 360,000 円 128 円
生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク 1人 360,000 円 128 円 360,128 円 360,000 円 128 円
緑・ つ な が る 小 金 井 1人 360,000 円 0円 360,000 円 281,782 円 78,218 円
街 の 仲 間 た ち 1人 360,000 円 151 円 360,151 円 305,170 円 54,981 円
合 　 　 計 23人 8,280,000 円 1,523 円 8,281,523 円 6,988,060 円 1,293,463 円
※ 1　会派の所属人数に月額 30,000 円を乗じた金額を交付しています。
※ 2　残額は市に返還しています。

　政務活動費は、議員の調査研究等に必要な経費の一部として、
議会における会派に対して交付するものです。

　各会派の収入・支出報告書、支出調書、収入・支出整理簿、領
収書等の写しについては、市ホームページに掲載しています。

令和６年度　政務活動費収支報告

【会派略称】�み：みらいのこがねい　自：自由民主党小金井　　共：日本共産党小金井市議団　公：小金井市議会公明党　子：子どもの権利／情報公開　　　お：小金井をおもしろくする会　
     　　　　参：参政党小金井　　　ネ：生活者ネットワーク　街：自民党・街の仲間たち　　れ：れいわ新選組小金井　見：小金井市政を見える化する会　緑：緑・つながる小金井

【５月15日】
▶�　各部会の設置及び委員の選出
【６月18日】　【６月20日】
【６月24日】　【７月24日】
▶�　協議項目（柱）について

【７月１日】
▶�　小金井市立保育園の在り方に
関する方針（案）について
　�　市からは、２園（くりのみ保
育園、さくら保育園）を段階的
に廃止し、３園の段階的定員減、
また医療的ケア児、誰でも通園
対応等の方針（案）が提案され、
それに対する質疑を行いました。

渡辺　大三（子どもの権利／情報公開）
新住所　緑町３−３−21−127
　　　　ライオンズテラス武蔵小金井

広報・広聴協議会を開催しました

全員協議会を開催しました

議員の住所が変わりました

所管事務調査を行っています
　常任委員会では、本会議で付託された議案や請願・陳情の審査のほか、委員会の所管に属する
市の事務を独自に調査する「所管事務調査」を行う権限があります。
　常任委員会の発議により、市政の各分野における課題の解決に向けて、調査を行い、市長等の
執行機関に対し具体的な政策や施策を積極的に提案するものです。
　第２回定例会では、以下の常任委員会で所管事務調査を立ち上げ、令和９年３月まで継続して
調査を行うこととしました。

【厚生文教委員会】
▷　地域福祉計画の進捗について
▷　子ども施策について
　⑴　保育政策の課題
　⑵　子どもの居場所・放課後の居場所

【建設環境委員会】
▷�　循環型社会の形成及び温室効果ガス
削減に関する調査

▷　都市計画道路に関する調査
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※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。 
〈二次元コードについて〉
スマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご覧いただくことができ
ます。なお、休憩を挟んだ議員は2つ（上：前半、下：後半）掲載しています。

（み　ら　い）みらいのこがねい	 （自由民主党）自由民主党小金井
（日本共産党）日本共産党小金井市議団	 （公　明　党）小金井市議会公明党
（子ども／情報）子どもの権利／情報公開	 （こ が お も）小金井をおもしろくする会
（生活者ネット）生活者ネットワーク	 （自 民 街 仲）自民党・街の仲間たち
（れいわ新選組）れいわ新選組小金井	 （見 え る 化）小金井市政を見える化する会
（緑・つながる）緑・つながる小金井	

会
派
の
略
称

ウ
小
金
井
市
で
も
こ
の
対
策
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の

見
解
は
。

　

部
長　

ア
第
三
小
学
校
の
朝

の
見
守
り
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
と

し
た
有
志
で
の
活
動
と
把
握
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
も
、
過

去
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

朝
の
見
守
り
活
動
を
実
施
し
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が

出
来
ず
、
中
止
し
た
と
聞
い
て

い
る
。
イ
こ
の
件
へ
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
か
検
討
中
と
回

答
し
た
自
治
体
は
全
国
で
３
％

と
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
実
施
方

法
や
所
管
部
署
は
様
々
で
あ
る
。

ウ
自
宅
以
外
の
朝
の
居
場
所
に

ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る

の
が
適
当
と
考
え
、
関
係
各
部

署
と
の
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。

星
空
の
観
察
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
今
後
協
議
し
て
い
く
。

ウ
か
つ
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
教
員

研
修
で
連
携
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
協
働
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

❷
昨
今
、
闇
バ
イ
ト
等
に
よ

る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
。
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
の
配

送
、
郵
送
業
者
等
と
協
定
を
締

結
し
「
防
犯
ド
ラ
レ
コ
」
と
し

て
活
用
を
提
案
す
る
。
民
間
事

業
者
に
対
し
て
地
域
包
括
協
定

に
防
犯
を
加
え
た
支
援
、
協
力

を
要
請
し
な
い
か
。

　

部
長　

日
本
郵
便
㈱
と
地
域

包
括
協
定
の
締
結
を
し
て
お
り
、

連
携
事
項
の
一
つ
に
地
域
の
安

全
安
心
を
掲
げ
て
い
る
。
今
後

も
様
々
な
関
係
機
関
と
の
連
携
、

関
係
構
築
に
努
め
る
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
給
食

を
美
味
し
く
頂
く
環
境
に
も
影

響
が
出
て
い
る
、
三
小
西
校
舎

ト
イ
レ
の
臭
気
問
題
の
解
決
を
。

イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け
問
題

の
解
消
を
。
ウ
保
育
園
か
ら
小

学
校
へ
の
進
学
で
生
じ
る
、
朝

の
小
一
の
壁
に
つ
い
て
検
討
を
。

　

部
長　

ア
臭
気
計
を
持
参
し

て
状
況
を
確
認
し
た
。
小
便
器

の
床
下
に
あ
る
排
水
管
の
汚
水

漏
れ
対
策
を
、
６
月
中
に
実
施

す
る
。
イ
校
庭
の
全
面
補
修
等

が
必
要
な
場
合
は
、
新
年
度
の

予
算
要
求
の
検
討
項
目
と
し
て

対
応
す
る
。
ウ
総
合
教
育
会
議

や
、
生
涯
学
習
部
と
子
ど
も
家

庭
部
と
の
打
合
せ
等
を
通
じ
て
、

所
管
部
署
や
実
施
方
法
、
課
題

等
、
取
組
に
向
け
た
研
究
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
。

　

部
長　

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
報
告
件
数
は
60

件
で
重
篤
数
は
11
件
。
イ
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
報
告
件

数
は
２
件
で
重
篤
数
は
１
件
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

報
告
は
無
し
。

■
そ
の
他
、
市
で
も
桁
違
い
の

被
害
報
告
が
あ
り
即
時
中
止
を

求
め
ま
し
た
。

ア
消
火
栓
の
老
朽
化
と
表
示
不

備
へ
の
対
応
が
必
要
で
は
。
イ

防
災
会
設
置
割
合
の
状
況
と
設

置
率
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。

　

部
長　

ア
水
道
局
、
消
防
署

と
連
携
し
て
、
原
則
町
単
位
で

修
理
等
を
行
っ
て
い
る
。
消
火

栓
表
示
に
つ
い
て
も
、
必
要
に

応
じ
て
修
繕
・
整
備
等
を
行
っ

て
い
く
。
イ
地
域
防
災
の
要
の

一
つ
で
あ
る
。
自
主
防
災
組
織

が
ま
だ
結
成
さ
れ
て
い
な
い
地

域
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
新

規
結
成
に
向
け
て
町
会
を
始
め

と
す
る
地
域
住
民
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

■︎
そ
の
他
、
重
度
障
害
児
政
策

の
拡
充
に
つ
い
て
、
現
場
の
困

難
に
寄
り
添
っ
た
実
効
性
の
あ

る
政
策
へ
繋
が
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

民
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上

を
目
指
す
べ
き
。
各
種
事
業
に

お
け
る
効
果
検
証
の
精
度
を
高

め
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
市
政

運
営
に
繋
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

ア
機
械
判
読
性
の
高
い
資
料
提

示
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で

は
。
イ
以
下
項
目
を
管
理
す
る

こ
と
で
、
事
務
事
業
評
価
の
効

果
的
な
運
用
を
求
め
た
い
。
①

事
業
ご
と
の
具
体
的
な
政
策
効

果
指
標
の
設
定
、
②
複
数
年
度

に
わ
た
る
事
業
の
累
積
予
決
算

の
管
理
、
③
過
年
度
も
含
め
た

累
積
で
の
費
用
対
効
果
分
析
に

加
え
、
効
果
指
標
の
妥
当
性
を

評
価
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
。

　

部
長　

ア
実
務
的
な
改
善
を

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。
イ

制
度
の
趣
旨
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　

朝
の
子
ど
も
達
の
居
場
所
に

つ
い
て
尋
ね
た
い
。
保
育
園
か

ら
小
学
校
へ
の
就
学
に
伴
い
、

登
校
時
間
よ
り
も
早
く
出
勤
す

る
親
に
と
っ
て
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
が
困
難
に
な
る
、
い

わ
ゆ
る
「
朝
の
小
一
の
壁
」
が

あ
る
。
保
育
園
な
ど
は
朝
７
時

台
か
ら
預
か
る
が
、
小
学
校
で

は
登
校
時
間
が
８
時
台
で
あ
る
。

特
に
東
京
で
は
親
と
子
で
暮
ら

し
て
い
る
方
々
が
大
半
と
思
わ

れ
る
。
子
ど
も
を
残
し
て
出
勤

す
る
状
況
や
、
親
子
一
緒
に
家

を
出
て
学
校
が
開
く
ま
で
校
門

の
前
で
児
童
が
待
っ
て
い
る
状

況
が
生
じ
て
い
る
。
ア
市
内
の

状
況
は
。
イ
こ
の
件
に
対
す
る

国
や
都
、
他
市
の
取
組
状
況
は
。

　

❶
隣
接
市
に
は
国
立
天
文
台
、

市
内
に
は
環
境
楽
習
館
、
情
報

通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

が
立
地
し
、
宇
宙
・
天
文
教
育

の
た
め
の
豊
富
な
資
源
を
有
し
、

よ
り
戦
略
的
に
推
進
す
べ
き
で

は
。
ア
「
ふ
れ
あ
い
天
文
学
」

な
ど
、
専
門
家
に
よ
る
出
張
授

業
の
実
施
は
。
イ
環
境
楽
習
館

で
の
宇
宙
・
天
文
イ
ベ
ン
ト
は

ど
う
か
。
ウ
市
内
教
育
機
関
や

研
究
機
関
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
と
の

協
働
の
可
能
性
は
。

　

部
長　

ア
各
学
校
へ
情
報
提

供
を
行
い
、
質
の
高
い
効
果
的

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
、
有

効
に
活
用
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
。
イ
指
定
管
理
者
か
ら
、
親

子
向
け
の
自
然
観
察
会
と
し
て
、

　

❶
弁
護
士
や
税
理
士
、
司
法

書
士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険

労
務
士
に
よ
る
行
政
相
談
を
行

う
意
義
は
、
専
門
的
な
知
識
を

い
か
し
、
質
の
高
い
相
談
対
応

を
行
う
点
に
あ
る
。
ア
専
門
相

談
に
係
る
協
力
関
係
の
維
持
に

よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
に
、
謝
礼
の
見
直
し
を
行
う

べ
き
。
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の

実
施
を
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
来
年
度
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
他
市
の

状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
参
り
た
い
。

イ
必
要
性
や
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま

え
、
継
続
し
て
検
討
し
た
い
。

　

❷
学
校
が
抱
え
る
多
く
の
課

題
を
、
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
を
し

　

❶
市
の
予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度
に
基
づ
く
申
請
数
と

認
定
数
に
つ
い
て
。
ア
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
の
本
制
度
に

基
づ
く
申
請
数
と
認
定
数
は
。

イ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
。

　

部
長　

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
申
請
は
８
件

で
う
ち
認
定
が
５
件
。
イ
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
申
請

は
１
件
で
結
果
は
認
定
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
で
の
申

請
は
無
し
。

　

❷
市
の
副
反
応
疑
い
報
告
に

つ
い
て
。
ア
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
で
の
副
反
応
疑
い
報
告
数

と
、
う
ち
重
篤
数
。
イ
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

児
童
・
生
徒
全
て
に
学
び
の

場
を
確
保
す
る
環
境
が
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
学
校
以
外
の
選

択
肢
が
大
変
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
問
題
だ
。
75
％
が
自
宅
で

過
ご
し
て
お
り
、
学
校
・
家
庭

以
外
の
居
場
所
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。
も
く
せ
い
教
室
は
相

応
の
改
善
が
図
れ
て
い
る
が
、

継
続
的
な
対
象
者
は
全
体
の
１

割
以
下
で
あ
り
、
民
間
と
合
わ

せ
て
居
場
所
を
拡
充
す
る
た
め

の
支
援
が
必
要
だ
。
ア
も
く
せ

い
教
室
の
実
態
と
必
要
な
対
応

を
、
効
果
検
証
の
在
り
方
を
含

め
て
伺
う
。
イ
東
京
都
の
支
援

事
業
制
度
は
的
を
得
た
施
策
と

言
え
る
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
。

事
業
者
の
新
規
参
入
を
促
す
た

　

❶
健
康
長
寿
延
伸
を
目
指
し
、

ま
ず
は
地
域
各
所
の
公
園
の
環

境
整
備
と
、
運
動
で
き
る
空
間

整
備
創
出
を
目
指
し
た
い
。
ア

市
内
公
園
の
管
理
状
況
と
、
運

動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
。
イ
健
康
器
具
の

活
用
や
公
園
利
用
団
体
と
の
協

力
体
制
を
強
化
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
市
内
220
の
公
園
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
管

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。
イ
持

ち
込
み
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
注

意
喚
起
や
、
適
宣
各
団
体
の
意

向
を
聞
き
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　

❷
災
害
時
に
備
え
市
民
一
人

ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て
い
く
。

　

❶
学
校
施
設
に
お
け
る
ト
イ

レ
の
更
な
る
衛
生
環
境
の
改
善

と
し
て
便
器
の
取
替
え
だ
け
で

な
く
、
学
校
ト
イ
レ
の
包
括
的

な
洋
式
化
を
実
施
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
ア
事
業
実
施
に
お

け
る
課
題
は
。
イ
財
源
確
保
の

た
め
、
民
意
を
問
う
形
で
よ
り

具
体
的
な
政
策
を
指
定
で
き
る

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
や
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を
検
討

し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
大
き
な
コ
ス
ト
負

担
と
工
期
が
課
題
。
イ
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
。

　

❷
Ａ
Ｉ
時
代
に
即
し
た
情
報

発
信
の
在
り
方
を
検
討
し
、
行

政
情
報
の
更
な
る
透
明
化
と
市

吹
春
や
す
た
か

（
自
由
民
主
党
）

太
田
宏
徳

（
公
明
党
）

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

藤
川
賢
治

（
見
え
る
化
）

村
上
よ
う
す
け

（
れ
い
わ
新
選
組
）

中
井
れ
い
子

　
　
（
公
明
党
）

天
野
か
な

（
み
ら
い
）

「
朝
の
小
一
の
壁
」
へ
の

市
の
対
応
に
つ
い
て

宇
宙
・
天
文
教
育
の
推
進
／

防
犯
ド
ラ
レ
コ
で
防
犯
対
策

行
政
相
談
の
充
実
を
／

三
小
ト
イ
レ
の
臭
気
解
決
を

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
桁
違
い

の
健
康
被
害
。
即
時
中
止
を

公
・
民
合
わ
せ
た
不
登
校

支
援
環
境
の
拡
充
を
！

公
園
活
用
で
健
康
づ
く
り
を

／
防
火
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
を

学
校
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
を

／
実
効
性
あ
る
市
政
運
営
を

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/

め
の
追
加
支
援
策
が
不
可
欠
だ
。

市
独
自
の
助
成
金
制
度
を
拡
大

し
て
相
応
し
い
環
境
・
内
容
を

共
同
構
築
し
な
い
か
。
ウ
外
出

が
困
難
な
方
の
た
め
の
訪
問
型

支
援
へ
の
助
成
金
を
検
討
し
な

い
か
。
エ
特
別
支
援
教
室
の
受

入
れ
を
柔
軟
に
対
応
し
な
い
か
。

オ
就
学
選
択
の
参
考
と
な
る
５

歳
児
健
診
の
実
施
予
定
は
。

　

部
長　

ア
環
境
、
内
容
、
人

材
、
保
護
者
支
援
等
改
善
が
進

ん
で
い
る
。
客
観
的
な
効
果
検

証
を
研
究
す
る
。
イ
学
校
と
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
連
携
を
推
進

し
て
い
く
。
ウ
電
話
連
絡
や
家

庭
訪
問
等
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
む
。
エ
改
善
・
克
服
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
実
施
可
能
。

オ
実
施
・
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
調

整
が
必
要
で
、
検
討
中
で
あ
る
。

❷ ワクチン副反応疑い報告数

報告数
(うち重篤) 接種回数 100万人あ

たり報告数
新型コロナ 60(11) 41万9000 143(26)  
子宮頸がん 2(1)  9000 222(111)
インフル 6(1)    

※小金井市の回答を基に作成
※インフルエンザに関し小金井市に報告は無い
　ので100万人あたり報告数は国の統計による
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議案、意見書・決議を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa7_gikai/reiwa7_gian/index.html

き
な
い
か
。 

　

部
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
可

能
な
手
続
を
目
的
別
、
分
野
別

に
整
理
し
、
申
請
の
概
要
や
利

用
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

で
き
る
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
検
討

し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完

結
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

　

❷
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
職
場
風
土
の
形
成
に

お
い
て
「
さ
ん
付
け
運
動
」
が

有
効
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
は
。

　

市
長　

私
は
良
い
と
思
う
。

今
日
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
含

め
、
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
議
事
録
・
会
議
録

作
成
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
業
務
効
率

の
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

重
要
。
ア
第
４
次
と
の
違
い
は
。

イ
何
度
も
訴
え
て
き
た
放
課
後

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
検
討
は
。
ウ

緑
中
学
校
の
放
課
後
カ
フ
ェ
を

参
考
に
中
学
校
で
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
を
実
施
す
べ
き
。
エ

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
を
真
剣
に
検

討
す
べ
き
。
オ
田
澤
や
下
村
が

担
っ
た
青
年
活
動
発
祥
の
地
で

あ
る
浴
恩
館
と
緑
セ
ン
タ
ー
を

一
体
的
に
生
涯
学
習
の
拠
点
に

位
置
付
け
施
策
を
推
進
す
べ
き
。

　

部
長　

ア
生
涯
学
習
の
成
果

を
よ
り
適
切
に
い
か
す
社
会
の

具
体
化
を
図
る
。
イ
今
年
度
中

の
公
表
を
目
指
す
。
ウ
ご
意
見

も
踏
ま
え
研
究
す
る
。
エ
庁
内

整
理
か
ら
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

　

教
育
長　

オ
誇
る
べ
き
歴
史

で
あ
り
、
今
一
度
現
代
に
い
か

す
仕
組
み
づ
く
り
に
尽
力
す
る
。

連
合
会
と
市
と
の
災
害
時
に
お

け
る
災
害
協
定
の
締
結
は
必
須

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。
イ

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ベ
ン
チ
を

設
置
し
て
ほ
し
い
、
ベ
ン
チ
が

あ
る
か
ら
外
出
で
き
る
と
い
う

声
を
と
て
も
多
く
い
た
だ
く
。

ベ
ン
チ
設
置
を
希
望
し
て
い
る

商
店
街
に
、
市
と
し
て
積
極
的

に
提
案
、
協
議
へ
参
加
し
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　

部
長　

ア
地
域
に
お
け
る
商

店
街
の
役
割
は
大
き
い
と
認
識

し
て
い
る
。
必
要
性
・
重
要
性

を
鑑
み
、
問
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
イ
現
場
の

状
況
に
適
し
た
ベ
ン
チ
に
つ
い

て
積
極
的
に
お
手
伝
い
を
し
て

参
り
た
い
。

　

部
長　

ア
よ
り
良
い
運
用
に

向
け
協
議
を
重
ね
て
い
く
。
イ

関
係
機
関
と
の
連
携
の
上
、
対

処
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
タ
ッ
チ

登
下
校
確
認
制
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

体
で
全
校
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
。
ウ
防
災
無
線
の
活
用
や

趣
旨
に
つ
い
て
市
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。
エ
円
滑

で
効
果
的
な
防
犯
体
制
作
り
に

取
り
組
む
。
オ
多
く
の
方
に
利

用
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

カ
小
金
井
警
察
署
と
協
力
し
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
の
情
報
共

有
含
め
、
連
携
し
て
い
く
。

　

❷
四
小
の
雨
漏
り
に
対
し
、

速
や
か
な
対
応
を
求
め
る
。

　

部
長　

適
切
な
対
処
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
緊

急
修
繕
等
で
対
応
し
て
い
く
。

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
４
名
の
生
徒
が
本

制
度
を
利
用
。
イ
当
該
実
証
実

験
は
、
調
整
が
難
航
し
実
施
に

至
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
国
は

改
革
期
間
を
後
ろ
倒
し
し
た
。

ウ
部
活
動
の
運
営
方
法
は
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
協
力
し
、
手

順
を
積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
長　

エ
部
活
動
を
負
担

に
感
じ
「
地
域
移
行
」
を
進
め

る
意
見
と
、
教
育
的
意
義
の
確

保
か
ら
の
抵
抗
感
が
対
立
し
、

現
状
、
大
き
く
進
ん
で
い
な
い
。

「
地
域
展
開
」
と
い
う
新
た
な

視
点
で
、
生
徒
に
と
っ
て
有
意

義
な
部
活
動
に
な
る
よ
う
、
今

後
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
小
学
校
の
学
区
域
、

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
レ
ベ

ル
向
上
を
質
問
し
ま
し
た
。

の
対
応
は
。
ウ
基
本
的
な
対
応

方
針
は
。
エ
実
際
の
対
応
が
わ

か
る
よ
う
に
表
現
を
変
更
し
な

い
か
。

　

部
長　

ア
指
摘
の
と
お
り
。

表
記
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

学
童
で
の
集
団
保
育
の
状
況
を

勘
案
し
、
合
理
的
配
慮
を
も
っ

て
児
童
の
安
全
を
確
保
し
た
集

団
保
育
が
可
能
か
判
断
す
る
。

イ
基
本
的
に
保
護
者
に
お
願
い

し
て
い
る
。
集
団
保
育
の
対
応

に
支
障
が
な
く
、
学
童
か
ら
目

視
で
き
る
範
囲
で
の
来
園
支
援

を
行
う
場
合
も
あ
る
。
ウ
ご
不

安
の
あ
る
保
護
者
の
相
談
に
対

応
し
て
き
た
。
児
童
の
安
全
が

確
保
で
き
れ
ば
可
能
な
限
り
受

け
入
れ
る
。
エ
丁
寧
な
表
現
に

努
め
て
い
き
た
い
。

は
大
切
で
、
こ
れ
は
「
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
学
び

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
小

金
井
市
条
例
」
を
体
現
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

❷
小
学
校
自
閉
症
情
緒
固
定

学
級
設
置
と
、
学
芸
大
学
の
ご

協
力
を
得
た
不
登
校
特
例
校
設

置
を
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

自
閉
症
情
緒
固
定
学

級
設
置
に
は
、
教
室
の
確
保
、

通
学
方
法
、
指
導
体
制
整
備
な

ど
の
検
討
が
必
要
で
、
引
き
続

き
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め

た
い
。
不
登
校
特
例
校
（
学
び

の
多
様
化
学
校
）
設
置
に
は
、

設
置
場
所
の
確
保
が
必
要
で
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
大
き
い
。

■
そ
の
他
、
福
祉
避
難
所
設
置

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
周
知

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

な
い
か
。

　

部
長　

ア
メ
ガ
ロ
ス
武
蔵
小

金
井
と
連
携
し
、
シ
ニ
ア
向
け

運
動
教
室
を
展
開
中
。
参
加
者

か
ら
好
評
を
得
て
お
り
令
和
６

年
度
か
ら
事
業
を
拡
大
し
、
今

後
も
介
護
予
防
を
推
進
予
定
。

イ
提
案
を
研
究
課
題
と
す
る
。

ウ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り

支
援
と
し
て
ハ
ロ
ー
ラ
イ
ト
電

球
の
導
入
を
準
備
中
。
65
歳
以

上
の
方
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
が

得
ら
れ
る
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
横
断
者
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
近
隣
に
横
断

歩
道
が
な
い
オ
ー
ケ
ー
梶
野
町

店
前
の
事
例
を
出
し
、
道
路
の

安
全
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

❶
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
る
た
め

に
は
、
①
市
民
が
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
利
便
性
を
実
感
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
利
用
状
況
の

把
握
・
分
析
・
改
善
を
行
う
。

②
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
の
利
用
促
進
を

図
り
、
業
務
改
善
の
実
効
性
を

職
員
が
実
感
で
き
る
体
制
を
構

築
す
る
。
③
積
極
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
醸
成
し
、
組

織
内
で
自
律
的
な
改
善
活
動
が

継
続
的
に
行
わ
れ
る
職
場
風
土

を
形
成
す
る
。
の
３
点
を
重
点

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
手
続
一
覧
を
目
的
別
や
分

野
別
に
分
類
し
、
概
要
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
、

紹
介
ペ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
は
で

　

❶
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
何

度
も
訴
え
て
き
た
。
ア
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
は
喫
煙
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
表
現
が
強
く
修
正
を
求
め

た
が
検
討
は
。
イ
駅
周
辺
の
公

衆
喫
煙
所
設
置
の
検
討
状
況
は
。

ウ
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
民
間

喫
煙
所
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

型
喫
煙
所
を
設
置
す
べ
き
。

　

部
長　

ア
審
議
会
で
協
議
し

修
正
し
た
。
イ
公
衆
喫
煙
所
整

備
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ウ
具
体
的
協
議
は
し
て
お

ら
ず
現
時
点
で
答
弁
で
き
な
い
。

　

❷
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
５

次
基
本
構
想
に
位
置
付
け
て
い

る
子
ど
も
の
居
場
所
を
創
る
た

め
に
は
今
後
策
定
す
る
第
５
次

生
涯
学
習
推
進
計
画
が
極
め
て

　
「
商
店
街
と
共
に
私
が
目
指

す
小
金
井
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
市
議
選
で
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
商
店
街
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、

小
金
井
の
イ
ン
フ
ラ
で
も
あ
る
。

　

商
店
街
が
、
商
業
に
加
え
、

災
害
時
等
に
自
分
た
ち
の
街
を

自
分
た
ち
で
守
る
存
在
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
場
と

な
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
。

ま
た
、
ベ
ン
チ
が
あ
る
か
ら
お

店
で
飲
食
物
を
買
っ
て
み
よ
う
、

誰
も
が
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な

小
金
井
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

市
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ア
商
店
会
連
合
会
（
商
店
街
）

が
災
害
時
に
担
う
役
割
は
非
常

に
大
き
い
と
考
え
る
。
商
店
会

　

❶
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の

確
保
は
家
族
に
と
っ
て
最
大
の

関
心
事
で
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
地
域
の
見
守
り
に
つ
い
て

は
、
一
般
質
問
の
回
を
重
ね
る

ご
と
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
、
関

係
各
所
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

ア
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
。
イ
登
下
校
時
の
見
守

り
、
カ
ー
ド
タ
ッ
チ
下
校
確
認

制
度
に
つ
い
て
。
ウ
防
災
行
政

無
線
の
活
用
を
。
エ
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
具
体
的
動

向
は
。
オ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
利
用

拡
大
に
つ
い
て
。
カ
わ
ん
わ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
の
理
解
と
協
力
を
。

　

ア
部
活
動
を
理
由
と
す
る
中

学
校
指
定
校
変
更
の
今
年
度
実

績
は
。
イ
緑
中
バ
ス
ケ
部
の
地

域
連
携
の
実
証
実
験
を
評
価
す

る
一
方
で
、
他
校
在
籍
の
生
徒

も
参
加
で
き
る
実
証
実
験
の
実

施
予
定
は
。
ウ
新
た
な
国
の
方

針
で
も
、
で
き
る
限
り
前
倒
し

の
実
現
や
、
地
域
展
開
が
困
難

な
場
合
は
、
部
活
動
の
機
会
確

保
へ
、
拠
点
校
方
式
や
合
同
部

活
動
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い

る
。
複
数
校
に
ま
た
が
る
部
活

動
の
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
エ
中
学
校
生
活
は
３

年
し
か
な
い
か
ら
こ
そ
早
急
に

手
を
打
つ
べ
き
。
複
数
校
の
生

徒
が
参
加
で
き
る
部
活
動
の
実

証
実
験
を
し
、
課
題
の
洗
い
出

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
共
に
学
び
共
に
生
き
る
社
会

を
目
指
す
小
金
井
市
条
例
を
踏

ま
え
質
問
す
る
。
学
童
保
育
所

入
所
申
請
の
手
引
き
に
つ
い
て
。

ア
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童

に
対
し
て
「
健
常
児
と
の
集
団

保
育
に
支
障
な
く
適
応
で
き
」

と
い
う
要
件
が
あ
る
。
こ
れ
は

す
べ
て
の
児
童
に
対
す
る
要
件

で
あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
児
童

の
み
に
特
定
し
た
要
件
と
す
る

の
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る

が
見
解
は
。
ま
た
、「
支
障
な

く
適
応
」
の
判
断
と
は
。
イ
「
通

所
に
際
し
、
保
護
者
等
に
よ
る

送
迎
が
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と

あ
る
が
、
保
護
者
の
対
応
が
困

難
だ
と
い
う
声
を
聞
く
。
実
際

　

❶
新
し
い
教
育
目
標
に
「
多

様
性
を
包
摂
」
の
言
葉
が
入
っ

た
背
景
と
今
後
の
取
組
は
。

　

教
育
長　

本
市
の
教
育
目
標

は
20
年
以
上
改
定
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
現
代
社
会
の
急
激
な

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
１
年

以
上
改
定
を
検
討
し
て
き
た
。

最
大
の
改
善
点
は
「
多
様
性
を

包
摂
し
」
と
の
言
葉
を
用
い
た

と
こ
ろ
。
人
種
、
性
別
、
年
齢
、

国
籍
、
文
化
、
宗
教
、
性
的
指

向
、
障
が
い
の
有
無
、
文
化
的

背
景
な
ど
の
違
い
を
認
め
、
尊

重
し
、
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て

共
に
生
き
る
社
会
を
築
く
こ
と

を
意
味
す
る
。
自
分
ら
し
さ
を

い
か
せ
る
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
多
様
性
を
包
摂
す
る
こ
と

　

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

た
め
の
、
高
齢
者
支
援
策
を
問

う
。
ア
認
知
症
予
防
や
健
康
維

持
を
目
的
と
し
た
既
存
の
高
齢

者
向
け
教
室
を
見
直
し
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
内
容
作
り
、
民
間

企
業
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
参
加
意
欲
を
引
き
出
す
工
夫

を
求
め
る
。
イ
市
が
主
催
す
る

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講

者
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
夜

間
ク
ラ
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

の
開
設
は
可
能
か
。
ウ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
高
齢
者
の
見
守
り

体
制
の
整
備
、
市
民
に
よ
る
生

活
支
援
や
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
安
定
的
に
確
保
・
維

持
す
る
た
め
に
、
謝
礼
金
や
時

間
貯
金
制
度
の
導
入
検
討
を
し

な
が
と
り
太
郎

（
こ
が
お
も
）

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

清
水
学

（
自
民
街
仲
）

遠
藤
百
合
子

（
自
由
民
主
党
）

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

吉
良
の
り
こ

（
み
ら
い
）

Ｄ
Ｘ
推
進
、
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
の

利
用
と
組
織
環
境
の
改
善

受
動
喫
煙
防
止
対
策
と
子

ど
も
の
居
場
所
対
策
を
問
う

小
金
井
の
賑
わ
い
（
商
店
街

振
興
・
ベ
ン
チ
設
置
）

「
子
ど
も
た
ち
」
み
ん
な
で

見
守
り
地
域
の
中
で

部
活
動
、
今
後
の
在
り
方
の

方
向
性
を
早
急
に
示
す
べ
き

障
が
い
の
有
無
に
よ
ら
ず

通
え
る
学
童
保
育
所
を

困
り
ご
と
を
抱
え
た
子
ど
も

の
支
援
を
拡
充
し
な
い
か

高
齢
者
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
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あ
る
。
小
金
井
市
は
継
続
し
た

支
援
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ア
全
世
帯
へ
の
お
米
券
の
配
付

を
。
イ
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ

ン
代
へ
の
補
助
を
高
齢
者
、
ひ

と
り
親
、
障
が
い
者
世
帯
、
自

営
業
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
。

ウ
低
所
得
者
へ
の
家
賃
の
補
助

を
。
エ
国
民
健
康
保
険
税
の
年

１
万
円
の
減
税
を
。

　

部
長　

ア
社
会
情
勢
や
国
や

都
、
近
隣
自
治
体
等
の
取
組
な

ど
を
注
視
し
て
参
り
た
い
。
イ

国
や
都
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

も
踏
ま
え
つ
つ
、
研
究
課
題
と

し
て
捉
え
て
参
り
た
い
。
ウ
住

宅
確
保
給
付
金
を
中
心
と
し
た

国
の
制
度
の
周
知
と
適
切
な
運

用
に
取
り
組
む
。
エ
財
政
状
況

を
鑑
み
る
と
難
し
い
。

リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
理
解
を
得

る
必
要
が
あ
る
。
連
絡
ア
プ
リ

や
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
公
開
等
、
電

話
以
外
の
連
絡
手
段
の
環
境
は

整
っ
て
い
る
。

　

❷
市
が
公
表
し
て
い
る
文
書

は
、
テ
キ
ス
ト
検
索
で
き
な
い

も
の
が
多
い
。
市
民
が
活
用
し

や
す
い
形
式
で
公
開
し
な
い
か
。

　

副
市
長　

情
報
を
受
け
取
る

市
民
等
が
二
次
利
用
し
や
す
い

形
式
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
ず
は
構
造
化
さ
れ
た
文

書
等
の
機
械
判
読
性
の
向
上
と

実
務
的
な
改
善
を
着
実
に
進
め
、

非
構
造
化
デ
ー
タ
も
対
応
可
能

な
部
分
に
つ
い
て
は
可
能
な
限

り
速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
訪
問
型
産
後
ケ
ア

の
利
点
、
妊
娠
中
か
ら
の
支
援

情
報
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

受
け
を
急
が
な
い
の
か
。
早
急

に
借
り
受
け
、
歩
道
状
空
地
を

整
備
し
、
市
民
に
不
便
を
か
け

な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

　

部
長　

市
が
借
り
る
こ
の
１

ス
パ
ン
だ
け
が
未
整
備
で
分
断

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
の
の
み

ち
利
用
者
に
は
不
便
を
か
け
、

見
方
に
よ
っ
て
は
危
険
と
も
言

え
る
。
Ｊ
Ｒ
と
先
行
整
備
す
る

方
向
で
調
整
を
進
め
た
い
。

男
は
被
害
に
遭
わ
な
い
等
の
偏

見
が
あ
り
、
相
談
に
つ
な
が
り

に
く
い
。
カ
早
期
発
見
の
た
め

に
有
効
。
キ
今
後
研
究
し
た
い
。

　

❷
小
金
井
３
・
４
・
11
号
線

は
橋
梁
の
場
合
、
送
電
線
と
の

間
隔
の
問
題
で
鉄
塔
移
設
が
必

要
と
指
摘
さ
れ
る
。
自
然
環
境

へ
の
影
響
が
甚
大
だ
が
見
解
は
。

　

市
長　

都
に
内
容
を
伺
い
た

い
。

働
環
境
の
整
備
、
最
低
賃
金
を

上
回
る
賃
金
を
保
障
す
る
こ
と

は
、
人
手
不
足
の
解
消
な
ど
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

制
定
を
求
め
る
。
ウ
公
契
約
条

例
が
最
低
賃
金
法
へ
の
抵
触
、

ま
た
労
使
間
の
労
働
条
件
の
介

入
に
当
た
る
の
か
見
解
を
求
め

る
。

　

部
長　

ア
各
主
管
課
で
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

イ
周
辺
市
の
状
況
含
め
研
究
、

課
題
整
理
が
必
要
。
ウ
最
低
賃

金
法
へ
の
抵
触
や
労
働
条
件
の

介
入
に
は
当
た
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
本
町
高
齢
者
在
宅

支
援
セ
ン
タ
ー
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
新
た
な
民
間
事
業
者
に
移

行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
見

守
り
」
の
維
持
・
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

　

部
長　

イ
１
位
と
評
価
。
整

備
の
必
要
性
が
高
い
。
ウ
路
線

整
備
に
よ
り
消
防
隊
の
侵
入
経

路
が
確
保
さ
れ
現
場
到
達
時
間

が
17
分
か
ら
７
分
に
短
縮
す
る
。

は
け
は
現
状
宅
地
化
さ
れ
て
お

り
、
橋
梁
下
は
緑
化
が
可
能
。

　

❷
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
樹
木

の
剪
定
を
市
民
が
行
い
、
砂
利

石
が
広
範
囲
で
露
出
し
、
プ
レ

ー
に
支
障
が
あ
る
状
態
の
た
め
、

整
備
状
況
の
改
善
を
求
め
る
。

　

部
長　

委
託
の
仕
様
書
見
直

し
等
、
よ
り
良
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

維
持
の
方
策
を
検
討
す
る
。　

　

❸
児
童
が
安
心
安
全
の
環
境

下
で
登
下
校
出
来
る
よ
う
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
見
守
り
シ

ス
テ
ム
の
導
入
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入

補
助
等
を
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

研
究
課
題
で
あ
る
。

由
に
移
動
で
き
る
地
域
公
共
交

通
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。
イ
ル
ー
ト

が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
様
々

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
存

続
と
合
わ
せ
、
東
小
金
井
駅
南

口
に
ル
ー
ト
の
改
善
を
求
め
る
。

ウ
運
転
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
、
２
種
免
許
取
得
に
対
し

小
金
井
市
と
し
て
補
助
を
し
な

い
か
。

　

部
長　

ア
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

イ
よ
り
多
く
の
市
民
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
。
ウ
市
長

会
を
通
じ
て
、
国
や
東
京
都
に

処
遇
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
都
市
計
画
道
路
の

検
証
報
告
書
の
検
証
は
問
題
が

あ
る
と
市
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団

は
、
昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
れ
に
は
千
通
を
超
え

る
返
信
が
寄
せ
ら
れ
た
。
長
引

く
物
価
高
騰
に
よ
り
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
大
変
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
声
を
基
に
、
物
価
高
騰
か

ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
４
つ

の
緊
急
提
案
を
行
っ
た
。
多
く

の
方
か
ら
共
感
と
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
が
続

き
、
コ
メ
な
ど
食
料
品
の
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
賃
上
げ
が
物

価
上
昇
に
追
い
付
い
て
い
な
い
。

依
然
と
し
て
暮
ら
し
や
営
業
の

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
状
況
に

　

❶
本
市
の
教
員
の
働
き
方
改

革
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
移
を
見

る
と
、
副
校
長
補
佐
等
の
人
的

支
援
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
が
奏
効

し
た
と
言
え
る
が
、
更
に
一
歩

進
ん
だ
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ア
部
活
動
は
勤
務
時
間
に

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
イ
隣
接

自
治
体
の
学
校
で
は
導
入
済
み

の
留
守
番
電
話
を
、
本
市
で
も

検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
平
日
８
時
15
分
以

前
と
16
時
45
分
以
降
、
土
日
祝

日
は
全
て
勤
務
時
間
外
と
な
る
。

イ
放
課
後
の
電
話
対
応
を
無
く

す
こ
と
は
教
員
の
多
忙
を
解
消

し
、
教
育
の
質
を
向
上
す
る
上

で
、
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
保
護
者
に
目
的
と
メ

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
下
歩
道
状

空
地
（
の
の
み
ち
）
は
、
東
小

金
井
駅
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
北
口
か

ら
緑
中
央
通
り
ま
で
結
ぶ
予
定

で
整
備
が
進
ん
で
き
た
。
未
整

備
で
あ
っ
た
庁
舎
建
設
予
定
地

北
東
側
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
初
の

高
架
下
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造

所
の
建
築
に
合
わ
せ
て
歩
道
状

空
地
が
整
備
さ
れ
、
１
ス
パ
ン

だ
け
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
１
ス
パ
ン
は
庁
舎
整

備
に
当
た
っ
て
、
市
が
Ｊ
Ｒ
か

ら
借
り
受
け
通
路
に
す
る
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
既
に
市
議
会

は
特
別
多
数
議
決
（
全
会
一

致
）
で
庁
舎
建
設
予
定
地
を
庁

舎
の
位
置
に
定
め
る
議
決
を
済

ま
せ
て
い
る
。
市
は
な
ぜ
借
り

　

男
女
平
等
、
市
民
参
加
、
子

ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
は

市
民
参
加
で
何
年
も
か
け
て
作

っ
た
市
の
基
本
条
例
。
市
民
が

権
利
を
獲
得
す
る
に
は
血
を
吐

く
努
力
が
必
要
だ
が
、
権
力
者

が
市
民
の
権
利
を
剥
奪
す
る
の

は
一
瞬
。
私
は
そ
ん
な
権
力
を

振
り
か
ざ
す
議
員
に
は
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
ア
女
性
支

援
法
に
関
す
る
26
市
調
査
と
国

立
市
の
女
性
相
談
支
援
員
配
置

に
つ
い
て
。
イ
専
任
の
正
規
配

置
が
重
要
。
ウ
国
に
女
性
人
口

に
対
す
る
配
置
基
準
と
予
算
を

求
め
よ
。
エ
支
援
調
整
会
議
に

警
察
関
係
者
を
入
れ
る
の
は
な

ぜ
か
。
オ
支
援
法
の
認
識
と
、

全
庁
的
な
研
修
を
。
カ
男
女
共

　

❶
子
ど
も
性
暴
力
防
止
法
が

来
年
度
施
行
さ
れ
る
。
ア
何
が

変
わ
る
の
か
。
イ
市
内
で
の
性

被
害
は
。
ウ
防
止
策
は
。
エ
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
盗
撮
被
害
の
対
策
は
。

オ
男
子
の
被
害
に
つ
い
て
認
識

は
。
カ
い
じ
め
防
止
ア
ン
ケ
ー

ト
に
性
被
害
の
質
問
を
入
れ
な

い
か
。
キ
学
校
医
に
よ
る
包
括

的
性
教
育
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

部
長　

ア
教
員
等
の
性
犯
罪

歴
の
確
認
が
必
須
と
な
り
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
強
化
さ
れ

る
。
イ
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

ウ
全
校
で
命
の
安
全
教
育
を
実

施
。
全
教
職
員
に
研
修
を
行
い

指
導
を
徹
底
。
エ
教
員
の
ス
マ

ホ
利
用
制
限
や
児
童
生
徒
へ
の

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
実
施
。
オ

　

市
の
委
託
事
業
に
お
け
る
物

価
高
騰
や
、
最
低
賃
金
引
上
げ

等
の
委
託
料
へ
の
反
映
に
つ
い

て
質
問
す
る
。
ア
業
務
委
託
に

つ
い
て
、
一
般
的
に
単
年
度
契

約
で
１
年
間
の
見
積
り
を
取
り
、

予
算
要
求
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

委
託
料
に
賃
上
げ
等
の
反
映
は

行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
学
童
保
育
所
の
業
務

委
託
で
は
単
年
度
ご
と
に
見
積

り
を
取
り
予
算
要
求
を
行
う
こ

と
は
し
て
い
な
い
。
公
民
館
な

ど
他
の
委
託
事
業
で
も
同
様
の

部
署
が
あ
る
。
主
管
課
任
せ
に

せ
ず
総
務
部
が
実
態
を
調
べ
、

委
託
料
へ
の
適
切
な
反
映
を
行

う
よ
う
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
労

　

❶
ア
２
路
線
の
必
要
性
と
合

理
性
を
判
断
す
る
た
め
に
行
っ

た
市
の
独
自
検
証
は
そ
の
フ
ロ

ー
も
踏
ま
え
客
観
性
、
透
明
性
、

公
平
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、

検
証
結
果
は
有
効
な
も
の
な
の

か
見
解
は
。
イ
３
・
４
・
11
号

線
の
必
要
性
は
全
27
区
間
中
何

位
か
。
ウ
評
価
項
目
の
防
災
機

能
、
都
市
緑
化
の
分
析
結
果
は
。

エ
東
八
道
路
以
南
府
中
市
施
行

区
間
の
用
地
取
得
率
は
98
％
を

超
え
工
事
説
明
会
も
開
催
し
た
。

過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
整
備

を
認
め
る
判
断
を
求
め
る
。

　

市
長　

ア
客
観
性
、
透
明
性
、

公
平
性
は
確
保
さ
れ
、
結
果
も

有
効
な
も
の
と
の
認
識
。
エ
再

整
理
に
つ
い
て
検
討
中
。　
　

　

❶
物
価
高
騰
の
中
、
経
済
的

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア

修
学
旅
行
の
費
用
は
、
６
万
か

ら
６
万
８
千
円
が
か
か
っ
て
い

る
。
補
助
金
は
長
年
３
千
円
の

ま
ま
で
あ
る
。
特
別
区
で
は
無

償
化
の
動
き
が
あ
り
、
小
金
井

市
と
し
て
も
無
償
化
し
な
い
か
。

イ
東
京
都
が
水
道
料
金
の
基
本

料
金
を
無
料
に
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
が
、
小
金
井

市
と
し
て
下
水
道
料
金
基
本
料

金
を
４
ヶ
月
無
料
に
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
長
い
間
補
助
金
は

３
千
円
で
あ
る
が
、
無
償
化
は

難
し
い
。
イ
基
本
料
金
の
無
償

化
は
難
し
い
。

　

❷
コ
コ
バ
ス
の
東
町
・
中
町

循
環
に
つ
い
て
、
ア
誰
も
が
自

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
／
情
報
）

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
／
情
報
）

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

河
野
麻
美

（
自
由
民
主
党
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

物
価
高
騰
対
策
の

充
実
を
求
め
る

働
き
方
改
革
に
留
守
番
電
話

を
／
公
開
文
書
の
形
式
改
善

「
の
の
み
ち
」
完
全
開
通
が

市
の
責
任
で
遅
れ
て
い
る

市
民
参
加
、
子
ど
も
の
権
利
、

男
女
平
等
は
基
本
条
例

子
ど
も
へ
の
性
暴
力
／
武
蔵

野
公
園
の
送
電
線
の
移
設

公
契
約
条
例
を
制
定
し

賃
金
保
障
を

３
・
４
・
11
号
線
／
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
／
児
童
の
見
守
り

修
学
旅
行
費
の
無
償
化
、

下
水
道
料
金
引
下
げ
を
求
め
る
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あ
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あ
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賛
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市の責任で開通しない「ののみち」
都市計画道路小金井3・4・11号
線予定地上空の送電線

同
参
画
へ
の
姿
勢
と
審
議
会
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
。 

　

部
長　

ア
国
立
市
は
先
進
的

な
取
組
を
し
て
お
り
各
市
に
学

び
た
い
。
イ
ど
の
よ
う
な
体
制

が
良
い
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ウ
部
長
会
の
動
き
を
注
視
。
エ

特
定
の
考
え
は
な
い
。
オ
３
つ

の
基
本
理
念
が
あ
る
。
７
月
５

日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
カ
市
民

参
加
の
審
議
会
と
と
も
に
男
女

平
等
社
会
の
実
現
に
尽
力
す
る
。

　

市
長　

カ
男
女
平
等
基
本
条

例
は
重
要
な
条
例
。
女
性
支
援

法
の
基
本
理
念
の
人
権
尊
重
と

男
女
平
等
は
市
と
し
て
最
重
要
。 

■
そ
の
他
、
市
民
参
加
条
例
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
研
修
、

全
庁
的
な
理
解
、
市
民
へ
の
啓

発
、
意
見
提
案
シ
ー
ト
の
活
用

等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます。
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この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

閉会中の委員会日程及び審査案件
総務企画委員会
７月23日（水）午前10時
▶ふるさと納税返礼品から「特定外来生物被害防
止基本方針」に収録のある生物種の排除を求める
陳情書　▶ふるさと納税返礼品指定体制の改善を
求める陳情書　▶小金井市第一庁舎にエレベータ
ー設置を求める陳情書　▶小金井市議会は国会に
対し地方税法343条が定める固定資産税の廃止を求
める意見書を提出するよう求める陳情書　▶陳情
者は小金井市議会に対し「小金井市長宛ての市民
の声」制度の廃止の働きかけを求める陳情書　▶
選挙時の法定ビラの配布方法の規制緩和について
国に意見書を提出していただくことを求める陳情
書
議会運営委員会
８月１日（金）午前10時
８月27日（水）午後２時
▶市議会への請願書及び陳情書に関して、オンラ
イン提出を可能にすることを求める陳情書　

▶請願・陳情の提出締め切り日時について市議会
ホームページに掲載していただくことを求める陳
情書　▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次
期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、
議会運営に関する調査　②議会の会議規則、委員
会条例等に関する調査　③議会運営に関する議長
の諮問事項について
建設環境委員会
８月５日（火）午前10時
▶小金井市下水道条例の一部を改正する条例　▶
電磁波悪用、電磁波の人体と健康への悪影響を訴
え、電磁波に対する法整備・法改正を国に求める
陳情書　▶武蔵小金井駅西側の歩道等の改善を求
める陳情書　▶３・４・11号線など都市計画道路
問題に関して参考人制度や公聴会制度の活用を求
める陳情書　▶東小金井駅ｎｏｎｏｗａ北口の交
通安全対策を求める陳情書　▶所管事務調査（循
環型社会の形成及び温室効果ガス削減に関する調
査）　▶所管事務調査（都市計画道路に関する調査）

厚生文教委員会
８月19日（火）午前10時
▶教育長は男女差別事案を真摯に受け止め、適切
な事後処理を行うことを求める陳情書　▶市民体
育祭ゴルフ競技の改善を求める陳情書　▶市民体
育祭ゴルフ競技参加者に関する陳情書　▶2024年
２月の裁判結果を尊重し公立５園を存続させ、園
児募集再開を求める陳情書　▶『乳児等通園支援
事業（いわゆる「こども誰でも通園制度」）』に関
わる陳情書　▶障がい者への「（仮称）交通手当」
の検討状況等について議会として確認していただ
くことを求める陳情書　▶所管事務調査（地域福
祉計画の進捗について）　▶所管事務調査（子ども
施策について）
庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査
特別委員会
８月25日（月）午前10時
▶庁舎等建設及び公共施設マネジメントの推進に
係る諸問題の調査

市議会公式Ｘ（旧Twitter）から、
本会議、各委員会等の開催の情
報、ホームページ掲載の新着情
報など、市議会の活動に関する
情報を発信しています。

市議会の情報をＸで発信しています
選
択
的
夫
婦
別
姓
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
党
）

　

総
務
省
は
、
旧
姓
通
称
使
用
の
弊

害
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
数
多
く
の

事
例
に
取
り
組
み
、
既
に
解
決
済
み

の
案
件
も
多
い
。
金
融
機
関
の
銀
行

口
座
は
70
％
、
信
用
金
庫
は
60
％
で

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ー
ム
に
よ
る
口
座
開
設

に
対
応
し
て
お
り
、
不
動
産
登
記
は

令
和
６
年
４
月
の
法
改
正
で
、
旧
姓

併
記
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住
民

票
・
印
鑑
登
録
証
明
証
等
へ
の
旧
姓

併
記
、
ま
た
、
医
師
や
弁
護
士
等
の

国
家
資
格
に
旧
姓
使
用
が
可
能
で
、

各
種
資
格
の
申
請
も
、
旧
姓
の
単
記

か
併
記
で
対
応
可
能
に
な
る
よ
う
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

全
省
庁
・
地
方
公
共
団
体
・
民
間

企
業
の
実
施
に
よ
り
、
旧
姓
の
通
称

使
用
の
法
制
化
を
も
っ
て
、
婚
姻
に

よ
る
戸
籍
姓
変
更
等
で
社
会
生
活
に

不
便
を
生
ず
る
事
の
な
い
よ
う
手
続

き
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
対

す
る
。
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

◯：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

み 自 共 公 子 お 参 ネ街れ見緑
天
野
　
か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田
　
正
義

鈴
木
　
成
夫

河
野
　
麻
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子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

学術会議法案の撤回を求める意見
書

法人化によって学術会議の独立性が損なわれ、政府の意向に沿
う組織に変質することは明らかであり、学術への政治介入を制
度化する法案の成立は許されない。よって政府に学術会議法案
の撤回を求める。

△△○○○ ×××○○○×××○○○○議○×〇△○ 原案可決

医療崩壊の危機的な状況を一刻も
早く解決し、国民の命を守る医療
体制の拡充を求める意見書

地域医療の崩壊が叫ばれ、 多くの病院から悲鳴が上がっている。
患者負担にならないよう緊急に国費を投入し、診療報酬の基本
部分を引き上げ、医療従事者の賃上げを図るよう充分な支援を
行うことを強く求める。

×△○○○ ×××○○○×××○○○○議○×○×○ 原案可決

選択的夫婦別姓の実現を求める意
見書

姓名は個人がそれまで生きてきた人生の象徴、アイデンティテ
ィーであり、変更を強制されないことは人格権の大事な一部で
ある。28 年ぶりに国会で法案が審議されている今こそ、選択
的夫婦別姓を実現するときである。

△○○○○ ×××○○○○○○○○○○議○×○△○ 原案可決

米政策における安定供給と持続可
能な農業政策の構築を求める意見
書

総合的な米政策の在り方についての検討において、より安定的
で持続可能な米の生産から流通までの仕組みを再構築すること
及び高齢化する農家の減少に歯止めをかけ、持続可能な農業政
策を構築することを求める。

○○○○○ ○○○○○○○○○○○△△議○○○○○ 原案可決

米国の関税措置に対応した中小企
業等支援策の拡充を求める意見書

日本企業の９割以上を占める中小企業等を対象とした、具体的
かつ手厚い施策を講じることを強く要望する。事業者への影響
を踏まえ、セーフティネット保証制度の適用等、資金繰りに万
全を期すことを求める。

○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○議○○△○○ 原案可決

地方消費者行政に対する恒久的な
財源確保等を求める意見書

安定的な業務継続のために雇用形態や処遇の改善が求められて
おり、国の主導により速やかな制度設計と予算措置を行うこと
が必要である。国が進める消費生活相談デジタル化に係る予算
を国の責任で措置することを求める。

○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○議○○△○○ 原案可決

防犯機器等購入緊急補助事業に関
する決議

防犯機器等購入緊急補助事業では、市独自の上乗せ（上限額増
額）や横出し（対象拡大）は見送られた。市民の安心、安全を
守る観点から残念である。他市の事例を勘案し、一定の措置や
執行率向上の工夫を講じるよう求める。

○○○○○ ○○○○○○○○○○○××議○○○○○ 原案可決

東京電力新潟柏崎刈羽原発の避難
計画問題に関する意見書

柏崎刈羽原発のエネルギーの供給先は、本市を含む関東圏であ
る。エネルギーの供給元での住民の安全確保に関心を持ち、柏
崎刈羽原発の再稼働に反対し、住民の安全を守らない緊急時対
応計画を了承しないよう求める。

××△△△ ×××○○○×××○○△△×○×○○○ 否　決 
（議長裁決）

「放射能汚染土」の再利用の中止・
撤回を求める意見書

人体に悪影響を与える放射性物質は集中管理が原則。埋めてあ
る汚染土を掘り返し積載、運搬、工事現場へ投入する全ての段
階でちりやほこりと共に放射性物質が拡散する。放射能汚染土
の再利用の中止・撤回を強く求める。

××××× ×××○○○×××○○△△議○×○○○ 否　決

ｍＲＮＡ型を含む遺伝子製剤をワ
クチンとして承認するにあたり、
十分な年月をかけた検証を求める
意見書

ｍＲＮＡ型ワクチンは遺伝子製剤であり、医薬品規制調和国際
会議（ＩＣＨ）のガイドラインには自己複製性や体外への排出

（シェディング）の検証が不可欠であると記されている。十分
な年月をかけ検証することを求める。

××△×× ×××××××××○○××議○×△○○ 否　決

物価高騰の中、商業者・市民への
更なる支援策を求める決議

今回の物価高騰に対する支援策では、７割の事業者と多数の市
民が利用できないことが明らかである。市内関係者から意見を
聴き、支援策で恩恵を受けられない事業者や市民を視野に入れ
た、更なる支援策の拡充を求める。

××××× ×××○○○×××○○××議○○○○○ 否　決

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。
【会派略称】�み：みらいのこがねい　自：自由民主党小金井　　共：日本共産党小金井市議団　公：小金井市議会公明党　子：子どもの権利／情報公開　　　お：小金井をおもしろくする会　
     　　　　参：参政党小金井　　　ネ：生活者ネットワーク　街：自民党・街の仲間たち　　れ：れいわ新選組小金井　見：小金井市政を見える化する会　緑：緑・つながる小金井
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みらいのこがねい

会派名

自由民主党小金井

市議会“会派”を紹介します

今年3月の選挙を経て新たに5名の議員で会派を結成しました。それぞれ
党派も経験も異なりますが、市議会の最大会派として責任ある判断と方向
性を示し、市民サービスの向上と福祉の増進、地域課題解消のために一致
団結して取組んでまいります。ぜひ今後の活動にご注目ください。

生活者ネットワークは、議員
を交代しながら40年以上政
策を引き継ぎ、生活者の目線
で政策提案しています。

自民党・街の仲間たちは「商
店街と共に私がめざす小金井
づくり」を実現するために議
会と地域で活動します！

「あなたを守る」を使命とす
る新会派です。「誰もいない
ことにしない！」市政のため
政策提案していきます。

医療や財政などの統計データ
を表やグラフで常に「見える
化」し、市民の健康と生活を
守る提案をしていきます。

気候危機への対策は急務です。
また、政治の役割は、ひとり
一人の困りごとを減らすため
の制度づくりです。

市民の皆さまの声に耳を傾け、山積した小金井の課
題を前に進め、子どもから高齢者まで誰もが暮らし
やすい街「小金井」の実現に向け全力で取り組んで
まいります。今後の活動にご注目ください！

物価高騰から市民生活を守り、福祉・子育て・教育
の充実、自然環境を守ることを大切にして活動して
います。また困っている皆さんに寄り添い解決をめ
ざし活動しています。お気軽にご連絡ください。

もっと暮らしやすく、もっと小金井らしく。私達は、
現場の声に耳を傾け、お一人お一人に寄り添い、子
育て・福祉・防災・まちづくり等の課題に全力で取
り組んでいます。お気軽にお声かけください！

会派とは、議会において、議員が自
分たちの考えを市政に反映するため
の政策や主義主張を同じくする議員
の集まりで、議会内交渉団体のこと
をいいます。政党単位ではなく、無
所属や異なる政党議員による会派も
あります。また、小金井市議会では
1人で結成する場合でも会派として
認められています。

会派ってなあに？ 市役所本庁舎 市議会案内図
【 3 階 】

【 4 階 】

吉良のりこ（1）

天野かな（1）

森戸よう子（10）

みらい

日本
共産党

こが
おも

参政党
生活者ネット
自民街仲
緑・つながる

子ども／情報
れいわ新選組
見える化

自由
民主党

公
明
党

岸田正義（4）

議員名（当選回数）

鈴木成夫（5）沖浦あつし（3）

小金井市議会公明党日本共産党小金井市議団

れいわ新選組小金井生活者ネットワーク 自民党・街の仲間たち 小金井市政を見える化する会 緑・つながる小金井

市長との緊張感のある関係で議会の権能を行使し市民
に開かれた議会とする情報公開、公立保育園廃園問題
の解決と子どもの権利条例の実効性を高めます。

子どもの権利／情報公開

渡辺大三（9）

片山かおる（5）

重点政策として、小金井市の「財政
の健全化」「教育の原点を求める」「安
全安心のまちづくり」を推進します。

参政党小金井

斎藤康夫（8）

2人になってパワーアップ！ 子育て・教育、街のに
ぎわい＆つながり、便利で働きやすい市役所等、まじ
めに、おもしろく、みなさんと考えていきます。

小金井をおもしろくする会

ながとり太郎（1）

水谷たかこ（3）

河野麻美（2）

たゆ久貴（3）

小林正樹（5）
中井れい子（1）

太田宏徳（1）

遠藤百合子（7）
水上洋志（6）

吹春やすたか（4）

安田けいこ（２） 清水学（3） 村上ようすけ（1） 藤川賢治（1）
坂井えつ子（4）

次の定例会は令和7年9月1日（月）開会予定です。
原稿は議員が作成しています
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